
①田中俊一原子力規制委員会委員長は「基準の適合性を審査した。安全だ

ということは申し上げない」と発言しています。九州電力もメルトダウン事故

を想定しています。しかし、避難計画は全く出来ていません。もしも事故が起

きれば、多くの犠牲者をうみ出す事となります。 

②九州電力は「福島の教訓を踏まえた対策」と言っています。しかし、２０１１年３

月１１日から今日に至るまで、東京電力福島第一原子力発電所の事故はま

だ、収束していませんし、事故の原因も究明されていません。九州電力が言っ

ていることは根拠がありません。 

③川内原発の審査には、火山の専門家が「想定できない」と言っている巨大

カルデラ火山噴火の評価がされていません。今日本列島の至る所で地殻活

動が盛んになっています。「予想外」の巨大噴火が起きたときに九州電力は

－再稼働は危険です－ 

私たちが再稼働に反対する理由 

放射能と人間は共存できません。 
放射能はどんなに微量でも命を脅かします。 
私たちは九州電力川内原子力発電所の再稼働に断固反対します。 

対応出来ません。 

④川内原発１号機は建設から３１年、２号機は３０年が経過しています。どん

な機械でも老朽化しないものはありません。原発も同じです。 

原子力規制委員会は法令で定められている３０年点検をわずか１ヶ月で終

わらせてしまいました。「手抜き検査」で老朽原発を稼働させれば事故の

確率は高まります。 

⑤２０１５年８月１１日現在、日本の原発は１基も稼働していません。電気は足り

ています。原発を動かす必要など全くありません。 

⑥原発は「トイレなきマンション」です。原発を動かせば動かすほど、処分出

来ない核のゴミが増えます。これ以上核のゴミを増やすべきではありませ

ん。 
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命とふるさとを奪う 
川内原発再稼働 

制作 プルトニウムなんていらないよ！東京 高木章次 


